
与那原町

与那原町のまちづくり将来像の実現に向けて
「みんなで創ろう 活気あふれる 美らまち与那原」
～平和と文化・伝統を未来へ綱げて～
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上 位 計 画
沖縄県

沖縄２１世紀ビジョン基本計画【改定計画】
（平成２９年５月）

那覇広域都市計画
「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」
通称：那覇広域都市計画区域マスタープラン（平成２９年６月）

与那原町

・第５次与那原町総合計画基本計画（平成３１年４月）
「みんなで創ろう 活気あふれる 美らまち与那原」

～平和と文化・伝統を未来へ綱げて～

・第３次与那原町国土利用計画
【一部改訂】（平成３０年６月）

関連計画

・与那原町総合交通基本計画（平成２
９年３月）

・与那原町地域総合交通戦略（平成
３０年３月）整合

即す

与那原町都市計画マスタープラン
（平成２５年９月／平成３０年６月

【一部改訂】）

関連計画

・マリンタウンＭＩＣＥエリアまちづ
くりビジョン（平成２９年３月）

・市街化調整区域における土地利用方
針・地区計画ガイドライン
（令和２年３月）

補完
整合

・与那原町緑の基本計画・与那原町景観計画

・与那原町地域防災計画

関 連 計 画

・与那原町農業振興地域整備計画

・与那原町東浜地区地区計画・都市再生整備計画

与那原町 １．上位計画、関連計画

整合 整合

・与那原町観光実施計画

・与那原町下水道計画
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２．与那原町の総合計画及び都市計画マスタープランについて

第５次与那原町総合計画（基本目標） 与那原町都市計画マスタープラン

≪まちづくりの基本方針≫

1 交通の要衝としての立地を活かしたまちづくり
2 既成市街地と新市街地が調和したまちづくり
3 社会情勢に対応したまちづくり

4 地域の産業を支え、創出するまちづくり

≪将来都市構造の設定≫

・まちの軸
新たな都市機能の構築に対応した主要幹線道路
・新たな拠点
コンパクトなまちという特徴を活かした自然環境と調和
のとれた土地利用、大型ＭＩＣＥ施設に関するまちづくり
・住宅、商業ゾーン

・商業、工業ゾーン
・農地、緑地ゾーン
・海岸、リフレッシュゾーン
自然緑地との調和、農地の保全・活用

与那原町

【基本目標４】
①交通環境充実
②道路環境の整備
③市街地の整備・活用
④計画的な土地利用
⑤上下水道
⑥公園緑地の推進
⑦公共施設マネジメント

（施策の詳細）

【基本目標６】
①農林水産業の振興
②商工業
③観光

都市マスへの繋がり
※それぞれの色に対応
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２．与那原町の総合計画及び都市計画マスタープランについて

与那原町都市計画マスタープラン まちの軸
（交通の要衝としての立地を活かしたまちづくり）
【手法：新たな公共交通システムの導入等】

新たな拠点
（大型ＭＩＣＥ施設、大型ＭＩＣＥ施設支援地区）
【手法：土地区画整理事業、地区計画等】

住宅、商業、工業ゾーン
（コンパクトなまちを活かした、調和のとれた土地利用）
【手法：用途指定、地区計画等】

≪将来都市構造図≫

与那原町

海岸、リフレッシュゾーン
農地、緑地ゾーン
（自然緑地との調和、農地の保全活用）
【手法：農振農用地区の保全等】
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３．与那原町の総合交通基本計画及び地域総合交通戦略について

与那原町総合交通基本計画

≪基本理念≫「豊かな暮らしを支える ひとにやさしい 交通まちづくり」

〇基本目標達成のステージ〇

与那原町

豊かな暮らしを支える安心・安全でひとにやさしい交通環境の構築

将来の都市構造の実現に向けた交通ネットワークの充実

【基 本 方 針】①

目標１

目標２

（１）安心・安全に移動ができる道路交通環境の整備

（２）誰もが快適に利用できる公共交通環境の構築

（３）交通に対する意識改革

【基 本 方 針】②

（２）広域的な道路交通体系の構築

（１）広域的な公共交通体系の確立に向けての
新たな公共交通システムの検討

（３）産業・観光振興および防災に資する交通体系の構築

【第３ステージ】目標年次（R１２年度）まで
①アフターＭＩＣＥに対応する町内移動の充実・強化
②町内交通網の強化と安全・安心な道路空間の形成
③新たな交通システムの導入、新規道路ネットワークの形成
④アフターＭＩＣＥなどを軸をした本島南部観光の拠点化

【第２ステージ】大型MICE施設周辺整備完了まで
①大型ＭＩＣＥ施設の交通増大に対する交通渋滞の解消
②町内移動に対する安全・安心な交通環境の確立
③大型ＭＩＣＥ施設対応公共交通の充実・強化
④交通渋滞を解消する広域道路ネットワークの形成

【第１ステージ】大型MICE施設供用開始まで
①町内の公共交通充実による空白地域の解消
②モビリティマネジメントの実施による自動車交通の削減
③与那原交差点の渋滞解消等、緊急の交通問題の解消
④路線バスの再編等広域的な交通体系の充実・強化
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３．与那原町の総合交通基本計画及び地域総合交通戦略について

与那原町総合交通基本計画

実施プログラム
大パッケージ

① 公共交通の充実

② 道路網の整備・改良

③ 交通に対する意識改革

④ 災害や観光への対応

小パッケージ

ⅰ 新たな公共交通システムの構築

ⅱ バス交通の環境整備

ⅲ 町内公共交通システムの整備

ⅰ 道路交通体系の整備

ⅱ 既存道路の改良

ⅲ 歩行者及び自転車交通の推進

ⅰ 町民全体に対する意識改革

ⅱ 学校に対する意識改革

ⅲ 事業所に対する意識改革

ⅰ 防災交通網の構築

ⅱ 観光交通の環境整備

ⅲ 大規模イベント時の対応

施策（一部）

【デマンド交通等の導入】
公共交通空白地域を図るとともに、
高齢者等の交通弱者に対する交通
移動のサービスを目指す。

【レンタサイクル等の導入】
町民や観光客の自転車利用促進す
る。

【児童・生徒の車送迎の抑制】
児童・生徒の送迎等により交通渋
滞や交通事故の減少に向けて、広
報等を活用し意識啓発を行う。

【災害時の避難経路の整備等】
津波避難支援マップに示された避
難経路における適切な誘導サイン
等円滑な非難が出来るよう整備を
行い、新たな避難経路も検討する。

与那原町
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与那原町 ４．与那原町の景観計画について

景観計画の目標及び方針

【景観形成の５つの目標】
≪基本理念≫ 「豊かな緑と水辺に抱かれた与那原の営みと歴史が創出する癒しとゆとりの景観づくり」

① 豊かな緑や水辺など、自然環境を保全した自然景観づくり
② 生活環境の向上を図る景観形成
③ 観光振興をはじめ、与那原町の発展に資する景観形成
④ 次世代に継承する魅力ある景観の育成、創出
⑤ 住民、事業者、行政が協働し、景観まちづくりの実践

【景観形成の４つの方針】

①コンパクトなま
ちで豊かな景観を

形成

②斜面緑地や農地、
水辺などの自然を
活かした新たな景
観づくり

③新たな与那原の
景観づくり

④斜面緑地や農地、
水辺などの自然を
活かした新たな景
観づくり
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与那原町 ５．与那原町の観光実施計画について

与那原町観光実施計画

≪基本理念≫ 「人が輝く まちが輝く サンライズリゾート よなばる」

観光実施計画の目標

①与那原ブランドの構築と浸透、強化 ②ツーリストに対するブランド価値の提供 ③ツーリズムをきっかけにした住みやすさの実現

目標達成に向けた３つの重点事項

内外から与那原の地域ブランドの価値が
認知されている。

ツーリストが与那原ブランドの価値に出会
える機会を本町で提供できている。

町民が観光への取組を通じて、町に誇ら
しさを感じ、活躍の場の確保や、所得の
向上など利点を享受できている。
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与那原町 ６．都市再生整備計画（中心市街地地区）について

【事業概要】
老朽化した庁舎の建て替えに伴い、町民ホールおよび保健センターを一体的に整備することで行政機能の充実や住民交流の場を創出す
る。また、文化財や歴史的資源周辺とを一体的に整備することで、歴史と文化を活用したまちづくりを推進し、賑わいが溢れ、活力のある中
心市街地を形成する。

【計画内容】

事業主体：与那原町

面 積：３０．５ｈａ

交付期間：令和元年度～令和４年度

総事業費：１２２９．１百万円

国 費 率：３６．４％

【高質空間形成施設】
緑化施設等
・石畳舗装整備（与那原2号線）
・石畳舗装整備（与那原20号線）

【地域生活基盤施設】
情報板整備事業
・誘導サイン整備

【高質空間形成施設】
緑化施設等
・カラー舗装整備（森下2号線等）

【高次都市施設】
地域交流センター整備事業
・町民ホール整備

【地域創造支援事業】
・保健センター整備
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７．与那原町の今後の土地利用の考え方

（１） 土地利用の方針について

１ コンパクトな町域を活かした都市的・自然的土地利用の調和を図る
２ 大型ＭＩＣＥ施設の開業に伴う、来訪者の受入体制の構築を図る

① 都市的・自然的土地利用のラインを整える

・市街化調整区域の縁辺部で市街化区域に隣接する都市的土地利用がなされている箇所について、市街化区域へ編入し自然的
土地利用とのラインを整え、用途地域を指定し土地利用のコントロールを図る。

② 既存集落地域への地区計画の導入

・線引き前より集落を形成していた、大見武地区へ地区計画を導入することにより、無秩序な開発を抑制し、ゆるやかな規制誘導を
行う事で、良好な住環境の形成を図る。

③ 新規道路整備に伴う、沿線周辺の土地利用の流動化の促進に合わせた地区計画の導入

・現在整備を進めている、新規道路（町道：上与那原前の井線）が供用開始をされると、沿線周辺（上与那原地区）の土地利用が見
込まれることから、周辺に地区計画を導入し、産業・商業及び住居系の建物の規制誘導を図る。

④ 大型ＭＩＣＥ施設支援地区の産業・商業地域としての開発

・国道３２９号与那原バイパスに隣接する運玉森側のエリアについては、大型ＭＩＣＥ施設支援地区として商業系の土地利用を図るた
め、組合施行による土地区画整理の機運が高まっており、事業化へ向け進めている。

⑤ 優良農地の保全

・土地改良事業施行済のエリアや、農業振興地域の整備に関する法律に基づき、
農振農用地として指定されているエリアについては、保全を図りながら農産物を利
用した産業の活性化を図る。

【参考】市街区域と調整区域の割合（令和２年１２月時点）

市街化区域 272ｈａ 52.50%

調整区域 246ｈａ 47.50%

町域合計 518ｈａ 100%

与那原町

方針
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与那原町 ７．与那原町の今後の土地利用の考え方

（２） 土地利用方針図（案）
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８．与那原町のまちづくり将来像の実現に向けて

（１） 与那原町の近年の社会的動向

①人口動向

・人口は増加傾向にあり、第５次与那原町総合計画（Ｈ31.４月）における人口推計では、2025年度（２０，１００人）にピークを迎える。
その後は緩やかに減少となっている。 （参考：令和２年１２月末時点 ２０，１１７人）

住民基本台帳の実測値 推計値

年（12月末） 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2023 2025 2028 2030 2035 2040 2045

人口 18,906 19,230 19,587 19,810 19,982 20,117 20,070 20,100 20,050 20,000 19,900 19,600 19,100

※推計値のピーク（2025年）を上回っている。

②産業動向

・１次、２次産業の就業人口については減少傾向にあり、
３次産業については増加傾向にある。

・産業別総生産額については、１次・２次産業は増減を
繰り返しながらも全体として増加傾向にあり、３次産業は
2006年以降、増加傾向にある。

③施設整備状況

【道路】
・町道上与那原前の井線、町道上与那原１９号線、町道与那原１９号線の道路を整備中。

【拠点施設】
・与那原町新庁舎等複合施設が完成。（令和３年５月供用開始）。

与那原町
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８．与那原町のまちづくり将来像の実現に向けて

（２） 社会的動向等を踏まえた与那原町の今後の方向性

住宅、商業、工業ゾーン
（コンパクトなまちを活かした、調和のとれた
土地利用）
【手法：用途指定、地区計画等】

海岸、リフレッシュゾーン
農地、緑地ゾーン
（自然緑地との調和、農地の保全活用）
【手法：農振農用地区の保全等】

まちの軸
（交通の要衝としての立地を活かしたまちづくり）
【手法：新たな公共交通システムの導入等】

新たな拠点
（大型ＭＩＣＥ施設、大型ＭＩＣＥ施設支援地区）
【手法：土地区画整理事業、地区計画等】

【快適に暮らせる美しいまち】

限られた土地を有効的に活用した新たな都市基盤整備や住環境の形成に取り組み、地区
計画等を活用した魅力ある土地利用や統一感のあるまちづくりを目指した土地利用を推進す
る。ふれあいと賑わいのある緑豊かな環境形成や愛着の持てるまちづくりを目指す。

【伝統を継承し未来に綱げる産業のまち】

農用地の保全や遊休農地の活用、地元食材の活用による地産地消を目指す。空き店舗や
空き地を有効に活用し、活気ある商店街づくり後継者不足の解消など経営の安定化の支援を
推進する。「大綱曳」をはじめとした観光重点施策の推進、魅力的な観光メニューの創出等を
目指す。

【豊かな暮らしを支えるひとにやさしい交通まちづくり】

大型ＭＩＣＥ施設に伴う将来交通量の増大に対応し、広域的な公共交通ネットワークの確立
に向け、新たな公共交通システムの新設等に取り組む。多様化する生活スタイルに対応した
誰もが安心・安全に移動できる交通環境を目指す。

【大型ＭＩＣＥ施設】

大型ＭＩＣＥ施設と関連した誰もが訪れたくなる魅力ある周辺環境の整備を東海岸の風土と
特色を活かした観光リゾート地の形成を目指す。来訪者にやさしい観光の取り組みを推進し、
観光防災の観点から、来訪者が安心して訪れることができる環境づくりを目指す。

与那原町
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